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ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
型
ホ
テ
ル
に
学
ぶ
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新税に知恵を絞る時代


年
の
周
年
記
念
企
業
は

万
社

周年は川崎汽船など社
帝国データバンク調査

共立メンテナンスが周年

中 小 企 業
年の見通し

業
況
Ｄ
Ｉ
前
年
比
減

日
本
公
庫

調

査

不
安
要
素
は「
人
材
不
足
」

景気の現状ＤＩ

２
ヵ
月
連
続
で
上
昇

内
閣
府
景
気

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査「
災
害
影
響
落
ち
着
く
」

従業員不足
割 合

９
年
連
続
で
上
昇

日
本
公
庫
が

小
企
業
調
査

飲
食
・
宿
泊
は

％
台

中
小
の
み「
下
降
超
」

法
人
企
業
景
気
予
測
調
査


年

～

月
期
分

　
今
年
は
ど
ん
な
方
々
と
お
会

い
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
新
年
を

迎
え
る
た
び
に
そ
ん
な
こ
と
を

思
う
。
「
会
う
」
こ
と
が
大
切

で
、
相
手
の
顔
を
見
な
が
ら
会

話
す
る
こ
と
を
主
義
と
し
て
い

る
。
そ
う
し
な
い
と
何
も
始
ま

ら
な
い
。
昨
年
、
京
都
の
料
亭

か
ら
仕
事
の
依
頼
が
あ
っ
た
際

に
も
出
向
い
て
料
理
長
と
直
接

対
話
し
な
が
ら
今
後
へ
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
共
有
し
た
。
料
理
長
の

表
情
、声
、目
の
動
き
、仕
草
、

そ
れ
ら
全
て
か
ら
思
い
の
強
さ

や
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
人

と
会
う
こ
と
の
醍
醐
味

だ
い
ご
み

だ
。

　
ち
ょ
う
ど
紅
葉
の
時
期
。
ど

こ
に
泊
ま
ろ
う
か
と
ネ
ッ
ト
検

索
し
て
い
た
ら
、
京
町
屋
の
宿

泊
施
設
が
増
え
て
い
る
こ
と
に

気
付
い
て
あ
れ
こ
れ
と
思
案
し

た
。
予
約
が
取
れ
ず
、
結
局
ホ

テ
ル
に
宿
泊
し
た
が
、
そ
の
料

理
長
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
何

軒
か
の
京
町
屋
を
紹
介
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
前
の
時
間
に
内
部
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
宿
泊
ス
タ
イ
ル
は
一
棟
貸
し

で
片
泊
ま
り
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
さ
れ
た
京
町
屋
は
坪
庭
が
設

け
ら
れ
、
味
わ
い
の
あ
る
古
建

具
や
高
品
質
な
ア
メ
ニ
テ
ィ
、

設
備
を
整
え
た
快
適
空
間
に
な

っ
て
お
り
、
次
回
は
ぜ
ひ
こ
こ

に
と
心
が
動
い
た
。
単
な
る
宿

泊
施
設
で
は
な
く
、
古
都
京
都

で
の
新
し
い
宿
泊
ス
タ
イ
ル
を

楽
し
ん
で
ほ
し
く
て
オ
ー
プ
ン

し
た
ん
で
す
と
宿
の
オ
ー
ナ
ー

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
が
、
昨

今
話
題
を
呼
ん
で
い
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
ホ
テ
ル
の
範
疇

は
ん
ち
ゅ
う

に

入
る
の
だ
ろ
う
。
帰
京
後
、
都

内
で
相
次
い
で
誕
生
し
て
い
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
型
ホ
テ
ル
を

訪
ね
歩
い
て
み
た
ら
、
ど
の
ホ

テ
ル
も
泊
ま
る
こ
と
以
外
の
付

加
価
値
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
例

え
ば
社
会
貢
献
、
地
域
と
の
交

流
、
各
種
体
験
教
室
な
ど
、
今

ま
で
の
ホ
テ
ル
に
は
な
か
っ
た

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
や

仕
掛
け
が
凝
ら
さ
れ
て
い
て
興

味
深
い
。
空
間
造
り
の
面
白
さ

に
も
目
が
行
く
。

　
イ
メ
ー
ジ
が
画
一
的
で
個
性

が
な
い
と
思
わ
れ
る
宿
も
、
空

間
の
大
が
か
り
な
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
し
な
く
て
も
ア
イ
デ
ア
次

第
で
新
し
い
個
性
を
身
に
ま
と

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
。

　
で
は
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
い

い
の
か
。

年
ほ
ど
前
、
イ
タ

リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
あ
る

専
門
学
校
の
広
告
の
お
手
伝
い

を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
学

校
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ア

ー
ト
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
料

理
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
宝
石
、

絵
画
修
復
な
ど
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

期
か
ら
息
づ
く
イ
タ
リ
ア
の
職

人
技
を
身
に
付
け
る
各
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
世
界
中
か
ら
留
学

生
を
集
め
て
い
る
。

　
宿
で
の
催
事
や
体
験
教
室
と

い
う
と
そ
の
内
容
を
想
像
で
き

る
が
、
思
い
切
っ
て
宿
に
そ
ん

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
ち
込
む
の

は
い
か
が
だ
ろ
う
。
留
学
期
間

は
週
間
単
位
か
ら
で
、
実
際
に

社
員
を
留
学
さ
せ
何
か
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
宿
の
新

た
な
魅
力
に
も
な
る
。
決
し
て

無
謀
な
こ
と
で
は
な
い
。
新
年

だ
か
ら
新
し
い
挑
戦
と
し
て
提

案
し
た
い
。

　
い
よ
い
よ
消
費
税
が

％

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
平
成

が
幕
を
閉
じ
、
新
し
い
時
代

を
迎
え
る
年
に
消
費
税
が
高

く
な
る
。
北
欧
の
福
祉
国
家

の
実
情
を
鑑
み
れ
ば
、
決
し

て
高
く
な
い
に
つ
け
、
使
用

さ
れ
る
税
は
バ
ラ
マ
キ
、
社

会
保
障
制
度
だ
け
に
限
定
さ

れ
て
い
な
い
。
高
齢
化
社
会

は
、医
療
費
の
増
大
を
伴
う
。

ま
ず
、
国
民
の
医
療
費
負
担

を
優
先
し
て
税
を
使
う
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

　
新
年
号
の
時
代
に
突
入
し

て
、
政
府
は
ど
ん
な
形
の
国

に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の

か
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。
そ

の
た
め
の
財
源
が
不
足
す
る

な
ら
、
地
方
税
を
含
め
て
増

税
も
視
野
に
入
れ
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
与
党
は
、

増
税
す
れ
ば
選
挙
に
負
け
る

と
決
め
つ
け
躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょ

す
る
が
、

日
本
の
税
金
は
ま
だ
ま
だ
安

い
。
国
の
あ
る
べ
き
形
を
決

め
て
、
謙
虚
に
国
民
に
訴
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　
税
金
は
、
徴
収
し
や
す
い

と
こ
ろ
か
ら
取
る
。
外
国
人

観
光
客
が
増
加
す
れ
ば
入
国

税
、
そ
し
て
観
光
地
で
は
宿

泊
税
を
徴
収
す
る
。
こ
れ
ら

の
税
は
、
欧
州
で
は
常
識
な

の
だ
が
、
ニ
ッ
ポ
ン
は
遅
れ

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
観
光
国

と
し
て
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ

が
、
急
激
な
外
国
人
旅
行
者

の
増
加
に
伴
っ
て
諸
々
の
対

策
が
必
要
と
な
り
、
新
税
を

徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
高
校
入
試
、
大
学
入
試
の

た
め
の
受
験
生
は
、
受
験
料

を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
１

校
に
つ
き
高
校
入
試
税
１
０

０
円
、
大
学
入
試
税
３
０
０

円
を
徴
収
し
、
文
部
科
学
省

の
収
入
に
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。
１
人
で
５
大
学
、

大

学
を
受
験
す
る
者
も
い
る

が
、
国
公
私
立
を
同
額
に
す

る
。
セ
ン
タ
ー
入
試
も
同
様

に
徴
収
す
る
が
い
い
。
約


億
円
前
後
の
収
入
と
な
り
、

京
都
市
の
宿
泊
税
と
肩
を
並

べ
る
。

　
外
国
の
公
衆
ト
イ
レ
の
多

く
は
有
料
で
あ
る
。
と
き
に

チ
ッ
プ
ま
で
要
求
さ
れ
る

が
、
日
本
で
は
排
便
と
排
尿

は
タ
ダ
だ
。
金
を
徴
収
す
る

思
考
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。
公
衆
ト
イ
レ
を

美
し
く
し
、
犯
罪
を
防
止
す

る
上
で
も
役
立
つ
。
高
速
道

路
で
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

の
ト
イ
レ
も
有
料
に
す
れ
ば

い
い
。
一
律

円
く
ら
い
を

徴
収
し
、
地
方
税
と
し
て
自

治
体
の
収
入
に
し
て
は
と
考

え
る
。

　
国
も
自
治
体
も
財
源
探
し

に
苦
労
し
て
い
る
。
反
発
を

怖
れ
つ
つ
、
収
入
を
増
や
し

た
い
。宿
泊
税
は
、東
京
都
、

大
阪
府
、
京
都
市
、
金
沢
市

等
で
実
施
、
ま
た
は
２
０
１

９
年
か
ら
徴
収
さ
れ
る
が
、

全
国
の
自
治
体
も
検
討
す
る

に
値
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
地

方
税
と
し
て
で
あ
る
。
総
務

省
は
、
な
か
な
か
地
方
税
を

認
め
な
い
が
、前
例
あ
る
上
、

全
国
各
地
が
観
光
地
に
転
じ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
す
ぐ
に

議
会
に
諮
る
べ
き
だ
。

　
か
つ
て
京
都
市
は
、
「
古

都
税
」
を
設
け
た
が
、
寺
院

の
拝
観
停
止
な
ど
仏
教
会
の

激
し
い
反
発
と
抵
抗
に
あ
っ

て
短
命
に
終
わ
っ
た
。
で
、

民
泊
を
含
む
全
て
の
客
（
修

学
旅
行
は
除
外
）
を
対
象
に

宿
泊
税
を
始
め
た
。
大
阪
府

と
東
京
都
が
先
行
し
た
が
、

企
業
に
よ
る
代
行
徴
収
策
で

網
の
目
を
細
か
く
し
て
京
都

モ
デ
ル
を
作
っ
た
。
地
方
税

ゆ
え
、
独
自
性
が
あ
っ
て
も

認
め
ら
れ
る
の
で
、
地
域
独

自
の
宿
泊
税
を
考
案
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
近
年
、
都
市
部
の
空
き
地

は
、
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
に

な
っ
て
い
る
。
駐
車
違
反
は

罰
金
を
取
ら
れ
た
上
、
免
許

証
に
キ
ズ
が
付
く
た
め
、
ど

う
し
て
も
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン

グ
を
利
用
す
る
。
そ
の
利
用

者
に
１
台
に
つ
き

円
ほ
ど

の
駐
車
税
を
取
る
べ
き
で
あ

る
。
都
市
部
に
集
中
し
て
い

る
か
ら
国
税
と
し
て
徴
収
す

れ
ば
い
い
。

　
都
市
部
へ
の
乗
り
入
れ
を

す
る
車
を
減
ら
す
策
が
な

く
、ど
う
し
て
も
渋
滞
す
る
。

そ
の
、
防
止
の
一
助
を
考
え

る
必
要
も
あ
ろ
う
。
駐
車
税

は
、
地
方
の
観
光
地
等
に
も

散
見
で
き
る
の
で
、
地
方
税

に
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
な

い
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
は
毎
日

の
よ
う
に
名
刺
を
使
う
。
名

刺
を
バ
ラ
ま
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
己
の
仕
事
を
有
利
に
し

た
り
、
存
在
感
を
示
し
た
り

す
る
。
政
治
家
な
ど
は
秘
書

に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
同
じ
よ

う
に
名
刺
を
配
ら
せ
る
。
こ

の
名
刺
１
枚
に
つ
き
３
円
く

ら
い
の
課
税
を
す
べ
き
だ
。

役
所
に
わ
ざ
わ
ざ
名
刺
を
置

き
に
行
く
業
者
も
あ
る
。
名

刺
税
の
新
設
を
勧
め
た
い
。

印
刷
屋
さ
ん
で
徴
収
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
名
刺
の
用
紙

を
販
売
す
る
際
に
課
税
す
れ

ば
い
い
。
手
製
の
名
刺
は
無

税
と
し
、
紙
の
節
約
に
つ
い

て
も
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　
少
額
で
あ
っ
て
も
、
チ
リ

も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
。
新

税
に
つ
い
て
知
恵
を
絞
る
時

代
だ
。

　
（
日
体
大
理
事
長
、
松
浪

健
四
郎
）

（１３） 第２９６８号第３種郵便物認可２０１９年（平成３１年）１月１日（火曜日）

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
こ

の
ほ
ど
、
２
０
１
９
年
の

「
周
年
記
念
企
業
」
を
調
査

し
た
。

周
年
、
１
０
０
周

年
な
ど
の
節
目
を
迎
え
る
企

業
は
全
国
に

万
１
５
５
０

社
。
創
業
１
０
０
周
年
企
業

は
１
６
８
６
社
判
明
し
て
い

る
。
観
光
関
係
で
は
ホ
テ
ル

や
寮
、
社
宅
を
運
営
、
管
理

す
る
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が


周
年
を
迎
え
る
。

　
約
１
４
７
万
社
を
収
録
す

る
企
業
概
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
、
創
業
年
以
降

年
刻

み
（
２
０
０
周
年
超
は

年

刻
み
）で
抽
出
、集
計
し
た
。

　
最
も
古
い
３
５
０
周
年

（
１
６
６
９
年
創
業
）
は
、

鉄
鋼
製
品
卸
の
岡
谷
鋼
機

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
と

海
苔

の

り

問
屋
経
営
の
松
尾
（
東

京
都
大
田
区
）
。
次
に
古
い

３
０
０
周
年
は
清
酒
製
造
の

油
長
酒
造
（
奈
良
県
御
所

市
）
。

　
１
０
０
周
年
（
１
９
１
９

年
創
業
）
は
１
６
８
６
社
。

主
な
企
業
は
、
コ
ン
テ
ナ
船

や
自
動
車
船
な
ど
貨
物
船
舶

を
運
航
す
る
川
崎
汽
船
（
東

京
都
千
代
田
区
）
、
デ
ジ
タ

ル
一
眼
カ
メ
ラ
な
ど
精
密
機

械
製
造
の
オ
リ
ン
パ
ス
（
同

新
宿
区
）
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製

品
製
造
の
日
本
碍
子

が
い
し

（
愛
知

県
名
古
屋
市
）
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
経
営
の
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ホ
ー

マ
ッ
ク
（
北
海
道
札
幌
市
）

な
ど
。

　

の
業
種
別
で
見
る
と
、

１
０
０
周
年
が
最
も
多
い
の

は
製
造
業
の
４
９
６
社
で
、

構
成
比

・
４
％
。

周
年

（
２
０
０
９
年
創
業
）
は
サ

ー
ビ
ス
業
の
６
７
２
３
社

（
構
成
比

・
７
％
）
が
最

も
多
い
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
小
企
業
の
雇
用
に

関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。
従

業
員
数
が
最
近
の
営
業
状
況

に
比
べ
て
不
足
と
回
答
し
た

企
業
割
合
が

・
７
％
で
、

前
年
比
１
・
５
㌽
増
と
、
９

年
連
続
で
上
昇
し
た
。
８
の

業
種
別
で
は
、
飲
食
店
・
宿

泊
業
が
前
年
か
ら
低
下
し
た

も
の
の
、

％
台
と
依
然
高

い
比
率
だ
。

　
全
国
中
小
企
業
動
向
調
査

の

年
７
～
９
月
期
特
別
調

査
と
し
て
実
施
。９
月
中
旬
、

同
公
庫
取
引
先
の
小
企
業

（
従
業
者

人
未
満
。
飲
食

店
・
宿
泊
業
、
小
売
業
、
卸

売
業
は

人
未
満
）
１
万
社

に
行
い
、
こ
の
う
ち
６
３
２

３
社
か
ら
有
効
回
答
を
得

た
。

　
従
業
員
数
が
不
足
と
し
た

回
答
は

年
の

・
５
％
を

底
に
年
々
上
昇
。

年
に


％
、

年
に

％
を
そ
れ
ぞ

れ
超
え
た
。

　
従
業
員
数
が
適
正
と
し
た

回
答
は

・
１
％
。

年
の


・
４
％
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
低

下
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
過
剰
が
７
・
３

％
。

年
か
ら
１
桁
台
と
な

っ
て
い
る
。

　
不
足
の
割
合
を
８
の
業
種

別
で
見
る
と
、
運
輸
業
が


・
５
％
と
最
も
多
く
、以
下
、

建
設
業
の

・
２
％
、
情
報

通
信
業
の

・
３
％
、
飲
食

店
・
宿
泊
業
の

・
７
％
が

続
く
。

　
飲
食
店
・
宿
泊
業
は
前
年

の

・
１
％
か
ら
低
下
も
、

２
年
連
続
の

％
台
と
な
っ

た
。

　
人
手
不
足
へ
の
対
応
を
複

数
回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
増
員
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
を
含
む
）
」
が

・
０

％
、
「
仕
事
の
プ
ロ
セ
ス

（
段
取
り
）
の
効
率
化
」
が


・
７
％
、
「
賃
金
の
引
き

上
げ
」
が

・
５
％
、
「
従

業
員
の
多
能
化
、
兼
任
化
」

が

・
１
％
、
「
仕
事
の
外

注
化
」
が

・
５
％
―
な
ど

だ
っ
た
。

　
内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、
景

気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の


年

月
分
を
公
表
し
た
。
景

気
の
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
（
季
節

調
整
値
）
は
前
月
比
１
・
５

㌽
増
の

・
０
と
、
２
カ
月

連
続
で
上
昇
し
た
。
「
自
然

災
害
の
影
響
が
落
ち
着
き
、

旅
行
販
売
が
前
年
並
み
に
回

復
」
「
『
ふ
っ
こ
う
割
』
で

旅
行
客
が
動
き
出
し
た
」
な

ど
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
調
査
は
各
地
の
景
気
の
動

き
を
観
察
で
き
る
立
場
の
人

に
、
３
カ
月
前
と
比
べ
た
景

気
の
現
状
を
「
良
く
な
っ
て

い
る
」
「
や
や
良
く
な
っ
て

い
る
」
「
変
わ
ら
な
い
」

「
や
や
悪
く
な
っ
て
い
る
」

「
悪
く
な
っ
て
い
る
」
の
５

段
階
で
判
断
し
て
も
ら
い
、

答
え
を
数
値
化
し
た
も
の
。

　
家
計
動
向
関
連
、
企
業
動

向
関
連
、
雇
用
関
連
の
全
て

の
Ｄ
Ｉ
が
上
昇
。

の
地
域

別
で
は
、
北
陸
、
中
国
、
沖

縄
を
除
く
９
地
域
で
上
昇
し

た
。

　
２
～
３
カ
月
先
の
景
気
の

先
行
き
に
対
す
る
判
断
Ｄ
Ｉ

は

・
２
で
、
前
月
比
１
・

６
㌽
上
昇
し
た
。

　
観
光
に
関
す
る
各
地
の
主

な
声
は
次
の
通
り
。

　
「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

の
悪
影
響
は
緩
和
さ
れ
て
き

て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
に

よ
る
消
費
が
震
災
前
の
水
準

ま
で
に
回
復
す
る
に
は
、
あ

る
程
度
の
時
間
を
要
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

個
人
消
費
が
底
堅
く
推
移
し

て
お
り
、
今
後
の
災
害
復
旧

工
事
の
増
加
も
見
込
め
る
こ

と
か
ら
、
道
内
景
気
は
緩
や

か
な
回
復
傾
向
で
推
移
し
、

景
気
は
や
や
良
く
な
る
」

（
北
海
道
、
金
融
業
）
。

　
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

の
海
外
旅
行
の
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
き
て
い
る
。
長
期

休
暇
に
な
る
の
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
単
価

が
高
く
利
益
率
の
高
い
も
の

が
動
き
そ
う
な
気
配
で
あ

る
」
（
南
関
東
、
旅
行
代
理

店
）
。

　
「
自
然
災
害
の
影
響
も
落

ち
着
き
、
先
行
販
売
は
前
年

並
み
に
ま
で
回
復
し
つ
つ
あ

る
」（
近
畿
、旅
行
代
理
店
）。

　
「
平
成

年
７
月
豪
雨
災

害
の
影
響
を
受
け
た
が
、


府
県
ふ
っ
こ
う
周
遊
割
で
、

客
が
動
き
出
し
た
」（
四
国
、

旅
行
代
理
店
）
。

　
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
後
に
大

阪
万
博
が
決
定
し
た
こ
と
の

高
揚
感
や
、
来
年
は
元
号
も

変
わ
り
、期
待
感
が
出
始
め
、

中
小
企
業
も
心
理
的
に
前
向

き
に
な
っ
て
い
る
」（
九
州
、

金
融
業
）
。

　
内
閣
府
と
財
務
省
は
こ
の

ほ
ど
、
法
人
企
業
景
気
予
測

調
査
の

年

～

月
期
分

を
公
表
し
た
。
同
期
の
自
社

の
景
況
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
（
上
昇

の
企
業
割
合
か
ら
下
降
の
企

業
割
合
を
引
い
た
値
）
は
、

大
企
業
と
中
堅
企
業
が
「
上

昇
超
」
、
中
小
企
業
の
み
が

「
下
降
超
」
だ
っ
た
。

　
大
企
業
が
４
・
３
、
中
堅

企
業
が
６
・
０
と
、
前
期

（
７
～
９
月
期
）
か
ら
０
・

５
㌽
、
３
・
８
㌽
そ
れ
ぞ
れ

プ
ラ
ス
幅
が
拡
大
。
中
小
企

業
は
マ
イ
ナ
ス
４
・
９
と
、

同
５
・
１
㌽
マ
イ
ナ
ス
幅
が

縮
小
し
た
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
同
公
庫
取
引
先
の

中
小
企
業
に
「
２
０
１
９
年

の
景
況
見
通
し
」を
聞
い
た
。

改
善
と
回
答
し
た
企
業
割
合

か
ら
悪
化
と
回
答
し
た
企
業

割
合
を
引
い
た
業
況
判
断
Ｄ

Ｉ
は
５
・
４
と
、

年
の
実

績
（

・
０
）
か
ら
５
・
６

㌽
低
下
し
た
。
経
営
上
の
不

安
要
素
と
し
て
、
「
人
材
の

不
足
、
育
成
難
」
が
「
国
内

の
消
費
低
迷
、
販
売
不
振
」

を
上
回
り
１
位
と
な
っ
た
。

　

年
の
業
績
見
通
し
を
改

善
と
し
た
企
業
割
合
は

・

１
％
、
悪
化
と
し
た
企
業
割

合
は

・
７
。
こ
の
ほ
か
横

ば
い
が

・
２
％
だ
っ
た
。

改
善
か
ら
悪
化
を
引
い
た
Ｄ

Ｉ
は
５
・
４
。

　
一
方
、

年
の
業
績
を
改

善
と
し
た
企
業
割
合
は

・

３
％
、
悪
化
と
し
た
企
業
割

合
は

・
３
％
だ
っ
た
。
Ｄ

Ｉ
は

・
０
で
、

年
見
通

し
の
５
・
４
を
上
回
る
。

　

年
の
Ｄ
Ｉ
を
６
の
需
要

分
野
別
に
見
る
と
、
食
生
活

関
連
が
前
年
の
マ
イ
ナ
ス
４

・
７
か
ら

・
７
、
建
設
関

連
が
前
年
の
７
・
０
か
ら


・
６
と
、
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
。

設
備
投
資
関
連
、
乗
用
車
関

連
、
電
機
・
電
子
関
連
、
衣

生
活
関
連
の
４
分
野
は
低
下

し
た
。

　

年
に
向
け
て
の
不
安
要

素
を
三
つ
ま
で
の
複
数
回
答

で
挙
げ
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
「
人
材
の
不
足
、
育
成

難
」
が

・
３
％
と
最
も
多

く
、
前
年
１
位
の
「
国
内
の

消
費
低
迷
、
販
売
不
振
」

（

・
６
％
）を
上
回
っ
た
。

３
位
以
下
は
、
「
原
材
料
価

格
、
燃
料
コ
ス
ト
の
高
騰
」

（

・
０
％
）
、
「
海
外
経

済
の
減
速
に
よ
る
輸
出
減

少
」
（

・
８
％
）
、
「
金

融
動
向
（
金
利
上
昇
、
調
達

難
）」（

・
８
％
）な
ど
。

　
業
況
改
善
に
向
け
て

年

に
最
も
期
待
す
る
要
素
は

「

年
予
定
の
東
京
五
輪
に

伴
う
需
要
の
発
生
」
が

・

３
％
で
ト
ッ
プ
、
「

年
予

定
の
消
費
増
税
に
伴
う
駆
け

込
み
需
要
の
発
生
」
が

・

０
％
で
２
位
と
な
っ
た
。
以

下
は
「
原
油
価
格
の
下
落
に

よ
る
コ
ス
ト
低
下
」
（

・

９
％
）
、
「
株
高
や
所
得
の

増
加
に
よ
る
消
費
マ
イ
ン
ド

の
改
善
」
（

・
３
％
）
な

ど
。

　
調
査
は
三
大
都
市
圏
の
同

公
庫
取
引
先
９
０
０
社
に
実

施
。
こ
の
う
ち
５
７
２
社
か

ら
有
効
回
答
を
得
た
。


